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救急自動車内で精油噴霧を導入した効果に関する研究協力のお願い 

 

私は集中治療科で医師をしている池田督司と申します。当院では転院搬送時に病院

の救急自動車を使用した患者に対して、環境調整に関するアンケートを記載していた

だいています。今回、山梨県立大学との多機関共同研究として、「救急自動車内で精油

噴霧を導入した効果」を実施することとなりました。 

精油噴霧を導入する前のデータとして、みなさまにご記載していただいたアンケー

トを使用させていただきます。追加での調査や電話での調査はございません。 

 

研究にあたり、以下の①～⑨内容を遵守します。 

①情報の利用目的 

アンケートの使用目的は、病院の救急自動車内において精油噴霧を導入した患者さ

んの記載結果と、みなさまにご記載していただいた結果の比較を行うことです。 

②利用、又は提供する情報 

使用する情報はみなさまにご記載していただいた結果のみです。アンケートに記載

した情報のみを使用するため、氏名などの個人が特定されることはありません。 

③利用又は提供を開始する予定日 

情報を使用する日は、研究機関の長の許可日～令和 7年 3月 31 日を予定しておりま

す。 

④情報の提供を行う機関の名称及びその長の氏名 

本研究は山梨県立大学との多機関共同研究であり、山梨県立大学（機関長：泉宗美

恵）に情報の提供を行います。 

⑤提供する情報の取得の方法 

提供する情報はみなさまにご記載していただいた結果のみです。新たな取得はあり

ません。 

⑥提供する情報を用いる研究代表者の氏名及び所属する研究機関の名称 

 情報を用いる研究代表者は高取充祥（山梨県立大学）と池田督司（山梨県立中央病

院）です。研究で使用した情報は、研究者が責任をもって管理し、本研究以外に使

用しません。また、研究終了後に適切な方法で破棄します。 

⑦利用する者の範囲 

 本研究は頁尾の連絡先に記載している研究者間で情報を共有します。 

⑧情報の管理についての責任者の氏名 

 情報管理の責任者は泉宗美恵（山梨県立大学 機関長）と小嶋裕一郎（山梨県立中央

病院 機関長）です。 

⑨研究対象者や、その代理人の求めに応じて、資料の利用、他の研究機関への提供を

停止すること 

研究への協力は皆様の自由意思に基づくものであり、ご協力いただけない場合はで

も不利益を受けることはありません。また、参加しない場合はご一報ください。 
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また、この研究の最終的な結果は、学会や学術雑誌で公表される予定ですが、結果

は研究に参加していただいた方々の情報をまとめた形で報告されますので、あなた

の個人情報を特定できる情報が公開されることはありません。研究開始前までに研

究の概要を公開データベース（Japan Registry of Clinical Trials :jRCT）に登録

し、結果についても公表します。 

この研究は山梨県立中央病院臨床研究・ゲノム研究倫理審査委員会及び、山梨県立

大学看護学部研究倫理審査委員会で審査され承認を受けて行います。特定の企業か

ら支援を受けて行うものではなく、利益相反は存在しません。 

 

研究に関する疑問等のお問い合わせは、下記連絡先へお願いいたします。 

 

〈連絡先〉 

 山梨県立中央病院 ICU 病棟  電話：055-253-7111（代表） 

 研究責任者：山梨県立中央病院 池田督司 

研究分担者：宮坂千理、植松望実 

研究代表者：山梨県立大学 高取充祥 


